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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成20年11月12日に提出いたしました第45期第２四半期（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月

30日）の四半期報告書のうち、注記事項等が添付もれとなっておりましたので、この部分を添付し四

半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

 

第一部企業情報

第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更

簡便な会計処理

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

注記事項

　（四半期連結貸借対照表関係）

　（四半期連結損益計算書関係）

　（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　　（株主資本等関係）

　（リース取引関係）

　　　　　（有価証券関係）

　　　　　（デリバティブ取引関係）

　　　　　（ストック・オプション等関係）

（セグメント情報）

　　　　　　（企業結合等関係）

　　（１株当たり情報）

　　　　　　（重要な後発事象）

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所に該当する部分を添付しております。
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第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

 

【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

（会計方針の変更）

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　　　　従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、当連結会計年度より「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）により算定しております。

　　　　これによる損益及びセグメント情報に与える影響はありません。

 

 
 

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　　　　　一部簡便な会計処理を適用しておりますが、重要性が乏しいため注記を省略しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)

前連結会計年度末

(平成20年３月31日)

※１　受託管理業務において、金融機関等から管理を

委託されたＣＤ／ＡＴＭ機に使用するための現

金及び預金であります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額

8,681,810千円

※１　　　　　　　　　　同左

 

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額

8,612,820千円

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

　第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　　従業員給与及び賞与　  　  751,685千円

　　　　法定福利費　　　　　　　  119,091

　　　　賞与引当金繰入額　　　　  122,742

　　　　役員賞与引当金繰入額　　 　15,054

　　　　退職給付費用　　　　　 　　42,553

　　　　減価償却費　　　　　　　　 39,592

　　　　貸倒引当金繰入額　　 　　　15,724

 

 

　第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　　従業員給与及び賞与　  　  381,422千円

　　　　法定福利費　　　　　　　   59,536

　　　　賞与引当金繰入額　　　　   63,809

　　　　役員賞与引当金繰入額　　 　 5,061

　　　　退職給付費用　　　　　 　　20,945

　　　　減価償却費　　　　　　　　 21,087

　　　　貸倒引当金繰入額　　 　　　12,494
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,666,481千円

有価証券 1,800,071

　　　計 5,466,552

預入期間が３か月超の定期預金 △　260,000

その他預け金 △　  1,198

償還期限が3ヶ月超の有価証券 △　300,071

現金及び現金同等物 4,905,282
　
※２ 受託管理業務に関わる受託現預金、立替金、預り金の「四

半期連結キャッシュ・フロー計算書」への表示方法

　(1) 受託現預金

　　　ＣＤ／ＡＴＭ機への装填現金及び装填用預金であり、当社資

金の増減を営業活動によるキャッシュ・フローとして表

示、他社資金（受託管理業務の受託先からの受入資金）

は、「四半期連結キャッシュ・フロー計算書」から除外し

ております。

（2）立替金

　　　当社資金による立替金の増減を営業活動によるキャッシュ

・フローとして表示、他社資金による立替金は「四半期連

結キャッシュ・フロー計算書」から除外しております。

（3）預り金

　　　受託先からの預り金は、受託現預金（他社資金）、立替金

（他社資金）と相殺し、「四半期連結キャッシュ・フロー

計算書」から除外しております。

（4）受託管理業務に係わるキャッシュ・フローについて

 

平成20年

３月31日

（千円）

平成20年

９月30日

（千円）

当社資金

（千円）

他社資金

（千円）

受託現預金

（当社資金）
4,610,7473,576,0951,034,652 ─

受託現預金

(他社資金)
293,178 279,396 ─ 13,782

立替金

（当社資金）
89,243 23,895 65,348 ─

立替金

（他社資金）
18,380 160 ─ 18,220

預り金

（他社資金）
311,558 279,556 ─ △　　 32,002

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,100,000 ─
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月

１日　至　平成20年９月30日)

 

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,440,000

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 939,852

 

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月25日
定時株主総会

普通株式 78,753 7.50平成20年３月31日平成20年６月26日利益剰余金

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月５日
取締役会

普通株式 105,001 10.00平成20年９月30日平成20年12月５日利益剰余金

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(リース取引関係)

　当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結

会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度

末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。

 

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　　　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がないため記載しておりません。

 

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　　　　デリバティブ取引については全てヘッジ会計を適用しております。

 

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

 

 
警備事業
(千円)

ビル管理事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高      

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,258,765749,0494,007,814 ― 4,007,814

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

2,106 5,089 7,196（　7,196） ―

計 3,260,872754,1384,015,011（  7,196）4,007,814

営業利益 100,832 7,390 108,223  3,314 111,537

(注)１　事業区分は、業務の内容によって区分しております。

　　　２　各事業の主な業務

　　　　(1) 警備事業…………機械警備、輸送警備、施設警備、受託管理及び警備事業に附帯する工事等

　　　　(2) ビル管理事業……ビル総合管理

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

 

 
警備事業
(千円)

ビル管理事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高      

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,493,3591,465,1777,958,536 ― 7,958,536

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

3,355 14,355 17,710（ 17,710） ―

計 6,496,7141,479,5327,976,247（ 17,710）7,958,536

営業利益 166,711 17,723 184,435 2,473 186,908

(注)１　事業区分は、業務の内容によって区分しております。

　　　２　各事業の主な業務

　　　　(1) 警備事業…………機械警備、輸送警備、施設警備、受託管理及び警備事業に附帯する工事等

　　　　(2) ビル管理事業……ビル総合管理

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　　　海外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　　　　該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)

前連結会計年度末

(平成20年３月31日)

  

 1,589円52銭

  

 1,598円43銭

(注) 　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)
前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額 16,690,262千円 16,784,238千円

普通株式に係る純資産額 16,690,262千円 16,784,238千円

普通株式の発行済株式数 11,440,000株 11,440,000株

普通株式の自己株式数 939,852株 939,576株

1株当たり純資産額の算定に

用いられた普通株式数
10,500,148株 10,500,424株

 

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 11円56銭 １株当たり四半期純利益 ６円09銭

(注)１　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目

当第２四半期連結累計期
間

(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期
間

(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 121,443千円 63,964千円

普通株式に係る四半期純利益 121,443千円 63,964千円

普通株主に帰属しない金額 ─ ─

普通株式の期中平均株式数 10,500,275株 10,500,211株

 

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。
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